
タブラー流派系統図 ファルカーバード第1流派家系図
ファルカーバード第2流派家系図

*ハージー・ヴィラーヤト・アリーHaji Vilayat Ali

*フセイン・アリー・'カビール"Hussain Ali 'Kabir)/1800

*ナンネー・カーンNane Khan
1863~1938

*マスィート・ハーンMasit Khan
　orマスィードゥッラーMasidulla/1892~1974

*ケラマートゥッラー・ハーンKeramatullah Khan(1918~1977)
　orカラーマトゥッラー・ハーンKaramatulla Khan/Calcutta

イマーム・'ミヤーン・チューリヤー'・バクシュImam 'Miyan Chudiya' Baksh
ムバーラク・アリーMubarak Ali
サラリ・ミヤーンSalari Miyan

アニルクマール・サーハーAnil Kumar Saha/アマルナート・デーイAmarnath Dey
アニル・ラーイ・チャウドゥリーAnil Ray Chauduri/ファキール・モハンメドFakir Mohammed
ビマル・チャットーパーディヤーヤBimal Chattopadhyay/カマレーシュ・チャクラバールティー
シャンク・チャタルジーShankh Chatharji/スリーマン・ラーネンドラ・ゴーシュSriman Ranendra Ghaosh
ムンナン・ハーンMunna Khan(Lukhnow)/シャンカル・チャタルジーShankar Chatterji(Munic)
アッジャン・ハーンAjjan Khan(Lukhnow)
サティヤ・チャタルジーSatya Chatterji
カマレーシュ・マイットラKamalesh Maitra/Berlin

 

 

 

アーズィム・ハーンAjim Khan
ケーダールナート・ハールダールKedanath Haldar
マニーンドラモーハン・バネルジーManindramohan Banarji(Mantu Babu)
ラーイーチャーンド・バラールRaichand Badal orボーラルBoral
ハレーンドラキショール・ラーイチャウドゥリーHarendrakishor Raychaudhuri
ヘーメーンドラナート・サルカールHemendranath Sarkar
ヴィシュヴァナート・ダースVishvanath Das
ビマル・ダースBimal Das
ムンナー・ハーンMunna Khan

ギャーン・プラカーシュ・ゴーシュJnan Prakash Ghosh
　　　　　　　　　　　　　　1997年没/Calcutta

カーレー・ハーンKale Khan(アジュラーダー派の同名人物とは別)

*ムニール・'ラーリアナ'・ハーンMunir 'Laliana' Khan
1863-1937

娘＋アーマド・バクシュAhmad Baksh

アミール・ハーンAmir Khan

ゴーリー・バクシュGoli Baksh

アーナンド・ボーダスAnand Bodas
ニキル・ゴーシュNikhil Ghosh
　1995年没/Bombay

ナヤン・ゴーシュNayan Ghosh(Bombay)
アニーシュ・プラダーンAnish Pradhan

アッラー・メハルAlla Mehar
●アハマド・ジャーン・ティラクワーAhmad Jan Thirakwa(1891~)
グラーム・フセインGlam Husen
ナズィール・ハーンNazir Khan
ニサール・ハーンNisar Khan
バスィール・ハーンBasir Khan
バーバー・ラールBaba Lal
サーディク・フセインSadik Husen
シャンムッディーンShammuddin
スブ・ラーウSub Raw
ハビーブッディーン・ハーンHabibuddin Khan

 

 

 

 

 

 
 

 
プトゥル・サッバン・ハーンPutr Sabban Khan
ハサン・ハーンHasan Khan

 

4.ファルーカーバード派Farukhabad Gharana

 

師弟系図

カナイ・ダッタKanai Dutta
サマール・ボースSamar Bose 
　orシュヤーマル・ボースShyamal Bose
サンジャイ・ムケルジーSanjay Mukherji
アビジット・バナルジーAbhijit Banerji
アニンドー・チャタルジーAnindo Chatarji
ディリープ・ダースDilip Das
シャンカル・ゴーシュShankar Ghosh

ヴィクラーム・ゴーシュVikram Ghosh
タンモーイー・ボースTammoy Bose

マルハール?son?

*サビール・カーンSabir Khan(1959~)

 

ミヤーン・バクシュMiyan Baksh
　(ラクナウ派の祖 )

refference:Bharatiya Sangeet Kosh  by Vimalakant Roy Chaudguri, The Major Tradtions of North Indian Tabla Drumming  by Robert S.Gottlieb

ニッサール・アリー・モードゥーNissar Ali 'Modu'

アーズィム・ハーンAzim Khan
ナワーブ・ハンマド・アリー・シャーNawab Hammad Ali Shah
アミール・フセインAmir Hussain(1895~196?/Bombay)

ニザームッディーン・ハーンNizamuddin Khan

アルヴィンド・ムルゴアンカルArvind Mulgoankar(Bombay)
パンドゥラング・サルンケPandurang Salunke(Bombay)
シャムシュッディーンShamshuddin(Bombay)

ターラーナート・ラーオTaranath Rao

ニッサール・アリー・モードゥーNissar Ali 'Modu'

 ●ティラクワーは、ナンネー・ハーンの弟子でもあったあらゆる流派の奏法を修得し現代
のタブラー界に大きな影響与えた。彼は、Azim KhanとともにRampur宮廷のHamad Ali Shah時代
にも活躍した。

コメント:ファルーカーバード派は、自らもタブラーを演奏したRampurのナワーブ、ハーマド・アリー・ハーン(在位1899~1930)が、宮廷楽士としてファルー
カーバードの演奏家たちを招来することで有力な流派になった。当時のRampurには、1857年の大反乱のとき、英国に協力的だったため藩王国としての存続を
許容されたこともあり、パトロンを失ったラクナウの音楽家たちも庇護を求めて移住してきていた。ラクナウ派のヴィラーヤト・アリーの孫のニッサール・
アリーがまずナワーブの楽士として招かれ、ニッサールの兄弟であるナンネー・ハーンが跡を継いだ。以来、ハーマド・アリーの在位した間、仕えた。当時
は、多くの優れた音楽家たちがRampurに集まってきたため、ヒンドゥスターニー音楽の大中心地となった。後にマイハールに定住することになるアラーウッ
ディーン・カーンも、Rampurで音楽訓練を受けている。しかし、ハーマド・アリー・ハーンからナワーブを継いだラーザー・アリーハーンは音楽には冷淡だ
ったため、演奏家たちはやがてRampurからカルカッタなどへ移ることになる。このような事情から、現在でも有力な流派であるこの流れは、現在カルカッタ
が中心である。

*印　ハリーファー(継承者)
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*イナーム・アリー・ハーンInam Ali Khan/1830

ザキール・フセインZakir Hussain/1951~

 

 

↑アミール・フセインAmir Hussain(1895~196?/Bombay)

 

Shankar Chatterji/Minic
Zamir Ahmed Khan/Calcutta
Dipak Sengupta
Amal Sarkar


